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900～950 講義「音のしくみ」①～呼吸・発声・共鳴・構音のプロセス～ 900～950 演習「音の作り方」
950～1000 休憩 950～1000 休憩
1000～1030 講義「音のしくみ」②～異常構音～ 1000～1050 演習「音の汎化」
1030～1045 休憩 1050～1100 休憩
1045～1200 演習「構音検査の流れ」 1100～1230 事例検討①
1200～1300 お昼休憩 1230～1330 お昼休憩
1300～1330 茶話会 1330～1350 茶話会
1330～1415 演習「音の聴き取り」 1350～1520 事例検討②
1415～1425 休憩 1520～1535 休憩
1425～1515 演習「検査結果から指導へ」 1535～1640 講義「まとめ」「質疑応答」
1515～1530 休憩 1640～1650 休憩
1530～1700 演習「模擬患児を対象とした評価」 1650～1700 修了証授与  
静言研が参加者を募ったところ、幼児部 19 名、児童部 16 名、計 35 名が希望した。
静言研には講座参加前と参加 1 ヶ月後の 2 時点で講座参加者を対象に構音訓練の困り
感について質問紙調査を実施してもらった。その後、講座で学んだことが現場で活か
されているかを把握するために 1 教室の来校指導・1 教室の訪問指導を行った。 
    ・本人が楽しんで参加できれば 
    ・初めての場所、人にどのくらい適応できるか心配で、今後の参考に様子をみたい 
    ・楽しい時間が過ごせる場であってほしい 
    ・親が安心して子どもを預けられる場であってほしい 
 
   上記の期待していたことは達成できましたか 
達成できた ほぼ達成できた まあまあ達成できた あまり達成できなかった 達成できなかった
4 名 1 名 0 名 0 名 0 名 
 
  ④お子さんの余暇支援活動など、どのようなサービスがあればいいと思いますか 
    ・今回のように思い切り体を動かして遊べる場 
    ・送迎から支援してくれるサービス 
    ・きょうだいで同じ場所で見てくれるサービス 
    ・プール活動を支援してくれるサービス 
    ・気軽に参加できるといい 
    ・子どもの適性を見出し、継続しての活動につながっていくような形があればいい 
    ・公共の施設などは行きたくても行けないので、気にせず遊ばせてあげられる所 
  ⑤また、このような活動があれば参加したいですか 
    参加したい 7 名 
 













































































































































35 名中 33 名分の回答を得た。（回収率：94.3%） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
講座前
講座後
不安
やや不安
どちらでもない
あまり不安ではない
不安ではない
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